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 〔 方  法 〕 
 大阪大学の学生寮に寄宿している 40 名の男子大学生（19～22 歳）を対象とした。視床下部－脳下垂体－副腎（HPA）
軸の機能に影響を及ぼす疾患を有するもの、または薬剤を服用している者はいなかった。起床時（7：00）、8：00、
10：30、12：30、17：30 及び 22：30 に唾液ならびに血液採取を行った。唾液はサリベットを用いて採取した。こ




 CgA 及びコルチゾールレベルは ELISA 法により測定された。統計解析には反復測定の分散分析（多重比較：
Bonferroni テスト）ならびに Pearson の相関検定を用い、有意水準は５％とした。 
 〔 成  績 〕 
 唾液中 CgA レベルは、起床時（7：00）に最も高く、起床後１時間以内に急速に減少した。その後は低いレベルを
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れのポイントにおいても有意な相関は認められなかった。 
 〔 総  括 〕 
 本研究において、ヒト唾液中 CgA の日内変動が明らかとなった。即ち、起床時に最も高いレベルを示した後急速
に減少し、その後は安定したレベルを示す。また、この日内変動は血中 CgA のそれとは異なっており、CgA はコル
チゾールのように血中から唾液中に直接移行するものではない事が示唆された。今後は、個々人のストレス、性格行
動様式、あるいはライフスタイルが唾液中 CgA の日内変動に及ぼす影響を調査していきたいと考えている。 






 結果、唾液中 CgA は、明白な日内変動を有することが明らかとなった。即ち、起床時最も高く、１時間後急速に
減少し、その後は低いレベルを維持した。一方、血漿中 CgA は明白な日内変動を示さず、一日を通して唾液中 CgA
との間に有意な相関を示さなかった。これらの所見は唾液中 CgA と血漿中 CgA の分泌機構が異なるとする先行研究
結果を支持するものである。唾液中 CgA の日内変動の解明は、ストレス研究の発展に不可欠であり、社会医学にと
って重要な意味を持つ。よって、本研究は学位授与に値するものと考えられる。 
